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標題：水道行政の最近の動向等について 

   国立保健医療科学院 2020/03/23 

〔内容概略〕 

１．水道法の改正について (省略) 

２．自然災害の発生状況と対策について (省略) 

３．令和２年度予算案等 (省略) 

４．水道分野の国際展開について （抜粋） 

（水インフラの海外展開について） 

世界の水道の状況  約 8.4 億人が基本的な給水サービスを利用できない（2015 年） 

新水道ビジョンにおける国際展開（平成 25 年 3 月公表） 

【実現方策】 

・ 経済発展を続けるアジア・アフリカ諸国の水需要の高まり、国際的な水ビジネスの成長

性を視野に入れた日本の技術・ノウハウの海外市場展開 

・ 相手国政府や地元水道事業者とのパートナーシップをベースに日本の水道技術、企業の

ＰＲを実施 

・ 国際貢献と水ビジネスの連動を目指し、官と民の連携による案件発掘の推進 

・ 日本の技術・ノウハウの国際的活用 

・ 海外への展開と水ビジネスの連動推進 

海外展開戦略（水） 

・ インフラシステム輸出戦略（平成 30 年度改訂版）に基づき、水分野の海外展開戦略を策

定 → 海外展開戦略（水）（2018 年 7 月 内閣官房） 

海外展開戦略（水）で示された横断的な対応策 

1. 我が国の技術・ノウハウのパッケージ提案 

2. 独法等の知見の活用 

3. 国内の知見の蓄積 

4. 各国のニーズに応じた上流からの提案 

5. ソフトインフラの支援強化 

6. 幅広い海外パートナーとの連携 

7. 質が高く安全な技術の国際スタンダード化 

8. 公的支援の拡充 

厚生労働省による国際展開事業 

・水道セミナー・現地調査 

・案件発掘調査 
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